
禅
師
の
恋

　
　
　
　
　
久
米
禅
師
の
相
聞
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
『
万
葉
集
』
の
時
代
は
『
古
事
記
』
・
『
日
本
書
紀
』
・
『
続
日
本
紀
』
の
時
代

と
重
な
り
、
こ
れ
ら
の
記
録
が
『
万
葉
歌
』
の
解
釈
に
多
く
援
用
さ
れ
て
き
た
。

『
日
本
霊
異
記
』
の
成
立
は
や
や
遅
れ
る
が
、
所
収
説
話
の
時
代
も
ま
た
『
万

葉
集
』
の
時
代
と
重
な
る
。
『
霊
異
記
』
も
巻
頭
の
時
代
設
定
が
雄
略
朝
で
あ

る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
り
、
雷
岡
の
歌
（
三
－
二
三
五
）
の
解
釈
に
利
用
さ
れ

た
り
し
て
い
る
。
久
米
禅
師
の
禅
師
が
敬
称
で
あ
る
こ
と
も
、
「
字
名
依
網
禅

師
俗
姓
依
網
連
故
以
爲
字
」
（
中
巻
第
十
一
縁
）
の
注
記
を
用
い
て
指
摘
さ
れ

　
　
引

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
霊
異
記
』
も
『
万
葉
集
』
の
解
釈
に
援
用
し
う
る
部

分
を
も
っ
。
本
稿
で
は
久
米
禅
師
が
石
川
郎
女
を
婚
し
た
時
の
相
聞
五
首
の
解

釈
に
つ
い
て
、
『
霊
異
記
』
も
関
わ
ら
せ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
「
近
江
大
津
宮
御
宇
天
皇
代
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
の
歌
群
は
、

　
　
　
　
　
禅
師
の
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
　
　
川
　
　
眞
知
夫

　
　
　
　
久
米
禅
師
婚
石
川
郎
女
時
歌
五
首

　
　
水
薦
苅
　
信
濃
乃
真
弓
　
吾
引
者
　
宇
真
人
佐
備
而
　
不
欲
常
醤
言
可
聞

　
　
一
禅
師
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
－
九
六
）

　
　
三
薦
苅
　
信
濃
乃
真
弓
　
不
引
為
而
　
強
佐
留
行
事
乎
　
知
跡
言
莫
君
二

　
　
一
郎
女
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
－
九
七
）

　
　
梓
弓
　
引
者
随
意
　
依
目
友
　
後
心
乎
　
知
勝
奴
鴨
　
　
一
郎
女
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
－
九
八
）

　
　
梓
弓
　
都
良
絃
取
波
氣
　
引
人
者
　
後
心
乎
　
知
人
曽
引
　
　
一
禅
師
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
－
九
九
）

　
　
東
人
之
　
荷
向
慶
乃
　
荷
之
緒
ホ
毛
　
妹
情
ホ
　
乗
ホ
家
留
香
問
　
　
一
禅

　
　
師
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
－
一
〇
〇
）

と
あ
る
。
「
表
面
戯
れ
な
が
ら
愛
情
を
交
し
て
き
た
も
の
が
、
こ
の
結
び
の
歌

で
ま
じ
め
に
な
り
、
結
婚
が
成
立
し
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
以
上
五
首



　
　
　
　
　
禅
師
の
恋

は
典
型
的
な
妻
ど
い
の
歌
と
し
て
享
受
さ
れ
た
歴
史
を
持
っ
の
か
も
し
れ
な

引い
Ｌ
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
最
初
の
四
首
が
贈
答
、
五
首
目
は
妻
問
の
成
就
を

　
　
　
　
引

歌
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
含
む
天
智
朝
か
ら
天
武
朝
に
か
け
て
の
相
聞
に
は
、

女
性
が
男
性
の
歌
の
表
現
を
逆
手
に
と
る
よ
う
な
答
歌
を
返
し
て
い
る
。
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

し
た
相
聞
の
歌
群
を
戯
笑
の
歌
と
と
ら
え
る
理
解
、
密
室
的
で
な
い
場
で
な
さ

　
　
　
　
　
　
７
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

れ
た
戯
笑
の
相
聞
、
あ
る
い
は
物
語
的
に
構
成
さ
れ
た
歌
群
と
す
る
理
解
も
行

わ
れ
る
。
相
聞
が
戯
笑
性
を
も
つ
こ
と
は
、
仲
の
定
ま
っ
た
男
女
問
の
相
聞
と

矛
盾
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
本
稿
で
は
歌
の
内
容
や
形
式
が
題
詞
と
矛
盾
し

な
い
か
ぎ
り
、
基
本
的
に
『
万
葉
集
』
の
時
代
配
列
お
よ
び
題
詞
の
記
述
内
容

を
尊
重
す
る
立
場
を
と
る
。
も
と
よ
り
こ
の
歌
群
に
関
し
て
は
、
現
実
に
な
さ

れ
た
姥
の
相
聞
、
仮
構
さ
れ
た
相
聞
、
物
語
的
構
成
を
意
図
し
た
創
作
、
い
ず

れ
の
理
解
と
も
矛
盾
し
な
い
。
こ
の
歌
群
に
は
、
題
詞
の
「
禅
師
」
の
用
語
の

時
代
性
の
問
題
が
あ
る
が
、
題
詞
と
内
容
の
矛
盾
も
、
時
代
設
定
と
歌
の
形
式

の
矛
盾
も
な
い
。
し
か
し
、
宴
席
な
ど
人
前
で
の
仮
構
の
戯
笑
の
相
聞
と
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
則

と
、
宴
席
で
の
相
聞
ゆ
え
に
雑
歌
に
収
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
大
海
人
皇
子
と
額

田
王
の
相
聞
（
二
十
・
二
十
一
番
歌
）
と
当
歌
群
の
扱
い
が
何
故
異
な
る
の
か

説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
磐
姫
歌
群
（
二
－
八
五
－
九
〇
）
は
配
さ
れ

た
時
代
と
歌
の
形
式
の
矛
盾
や
『
古
事
記
』
歌
謡
に
異
伝
を
も
つ
歌
を
含
む
こ

と
で
物
語
的
に
構
成
さ
れ
た
歌
群
あ
る
い
は
物
語
を
と
も
な
っ
た
歌
群
と
想
定

さ
れ
る
が
、
題
詞
や
左
注
に
説
明
を
加
え
な
い
か
ら
、
当
歌
群
も
物
語
的
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

を
意
識
し
て
編
集
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
も
と
よ
り
物
語
を
伴
な

っ
た
と
み
る
と
、
石
川
郎
女
と
大
伴
田
主
の
相
聞
、
巻
第
十
六
の
三
七
八
六
－

三
八
一
五
番
歌
の
よ
う
な
題
詞
や
左
注
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
説
明
を
要
す
る
か

も
し
れ
な
い
。
逆
に
個
人
の
完
全
に
私
的
な
相
聞
と
み
る
と
、
戯
笑
性
が
な
ぜ

必
要
で
あ
っ
た
か
、
秘
密
の
歌
が
な
ぜ
採
集
さ
れ
得
た
か
が
問
題
に
な
る
。
し

か
し
『
伊
勢
物
語
』
は
禁
忌
を
守
る
べ
き
斎
宮
が
、
男
の
も
と
に
忍
び
ゆ
く
時

に
さ
え
童
を
伴
っ
た
と
描
く
。
平
安
女
流
文
学
も
ま
た
密
会
の
場
面
に
側
近
が

い
る
と
描
く
。
密
会
に
は
他
人
に
知
ら
れ
な
い
密
室
が
必
要
と
考
え
る
現
代
人

と
、
近
侍
に
空
気
ご
と
き
意
識
し
か
も
た
な
か
っ
た
人
々
と
で
は
感
覚
が
異
る
。

同
じ
く
万
葉
時
代
の
貴
族
の
意
識
は
我
々
の
意
識
と
異
な
る
故
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
戯
笑
性
は
双
方
の
心
の
深
ま
り
と
か
か
わ
る
と
と
も
に
、
側
近
を
含
め

て
の
贈
答
と
い
う
性
各
と
も
か
か
わ
り
、
説
話
形
成
の
際
に
供
人
や
弟
子
が
主

人
や
師
匠
の
秘
密
を
世
問
に
伝
え
た
の
と
同
様
に
、
側
近
が
秘
密
の
歌
を
世
間

に
漏
ら
す
役
割
を
担
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
は
題
詞
の

表
現
に
こ
だ
わ
り
つ
つ
考
え
て
み
た
い
。

　
こ
の
歌
群
は
天
智
朝
に
配
さ
れ
る
が
、
相
聞
の
形
式
お
よ
び
応
答
の
表
現
は
、

前
後
の
歌
、
す
な
わ
ち
藤
原
鎌
足
と
鏡
王
女
の
相
聞
（
九
三
・
九
四
番
歌
）
、

大
伴
安
麻
呂
と
巨
勢
郎
女
（
一
〇
一
・
一
〇
二
番
歌
）
と
違
和
感
を
も
つ
も
の

で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
位
置
と
時
代
設
定
に
問
題
は
な
い
。
ま
た
近
江
遷

都
後
の
歌
か
、
天
智
称
制
の
時
代
の
歌
か
明
確
で
な
い
に
し
て
も
、
歌
の
理
解



に
は
大
き
く
は
響
か
な
い
。
題
詞
の
禅
師
と
歌
の
表
現
と
の
か
か
わ
り
は
従
来

注
意
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
『
霊
異
記
』
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
歌
群
成
立

の
理
解
も
含
め
て
か
か
わ
り
を
も
つ
よ
う
に
み
え
る
。

　
で
は
禅
師
と
歌
と
の
関
係
は
如
何
に
理
解
さ
れ
て
き
た
か
。
注
釈
類
は
題
詞

の
久
米
禅
師
の
禅
師
が
固
有
名
か
敬
称
か
を
論
じ
る
が
、
管
見
の
範
囲
で
は
論

文
に
取
り
上
げ
た
も
の
は
な
い
。
論
文
で
は
相
聞
相
手
の
石
川
郎
女
と
他
歌
の

作
者
と
し
て
み
え
る
石
川
女
郎
と
の
異
同
を
論
じ
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
久
米
禅
師
に
つ
い
て
は
契
沖
が
、
「
久
米
禅
師
考
ル
所
ナ
シ
。
久
米
ハ
氏
ニ

テ
、
俗
ナ
レ
ト
モ
禅
師
ヲ
名
二
付
ケ
タ
ル
人
歎
。
又
在
家
ノ
入
道
ナ
リ
ケ
ル

カ
」
（
『
萬
葉
集
代
匠
記
』
精
撰
本
一
と
言
及
し
て
以
来
、
名
称
と
詠
作
時
期
に

言
及
さ
れ
て
き
た
。
整
理
大
別
す
る
と
次
の
二
説
と
な
る
。

　
　
¢
禅
師
は
僧
の
称
号
と
み
る
。

　
　
　
ａ
　
婚
の
歌
を
詠
ん
だ
の
は
禅
師
の
身
分
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
　
　
ｂ
　
婚
の
歌
を
詠
ん
だ
の
は
在
俗
の
時
で
あ
る
。

　
　
　
　
禅
師
を
固
有
名
と
み
る
。

　
久
米
禅
師
に
つ
い
て
は
、
稲
岡
耕
二
氏
が
「
日
本
霊
異
記
の
依
網
禅
師
や

『
万
葉
集
』
の
笠
沙
弥
な
ど
の
例
に
な
ら
っ
て
考
え
れ
ば
、
久
米
氏
の
出
身
で
、

の
ち
に
禅
師
に
な
っ
た
男
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
禅
師
と
は
、
と
く
に
修
験

が
あ
り
、
病
を
な
お
し
幸
福
を
招
来
す
る
特
殊
な
僧
侶
に
冠
せ
ら
れ
る
称
号
で

（
仏
教
語
大
辞
典
）
、
講
義
に
説
く
よ
う
に
、
禅
師
を
固
有
名
と
考
え
る
可
能
性

　
　
　
　
　
禅
師
の
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀

は
乏
し
い
よ
う
だ
。
そ
の
久
米
禅
師
の
在
俗
時
代
の
作
歌
か
」
と
説
か
れ
た
。

詠
作
の
時
期
を
出
家
以
前
と
さ
れ
た
の
は
、
禅
師
の
身
分
で
の
婚
は
あ
り
え
な

い
と
の
考
え
に
よ
ろ
う
。

　
確
か
に
僧
侶
は
仏
教
修
行
の
基
本
と
し
て
の
戒
と
僧
団
維
持
の
た
め
の
律
を

守
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
戒
に
つ
い
て
み
る
と
、
基
本
的
な
五
戒
の
一
つ
に

邪
淫
が
あ
る
。
官
度
私
度
を
と
わ
ず
、
僧
侶
は
不
邪
淫
を
誓
っ
た
存
在
で
あ
る
。

出
家
を
願
う
者
は
出
家
し
て
沙
彌
戒
を
受
け
て
小
僧
と
な
り
、
浄
行
に
励
ん
で

具
戒
を
受
け
て
大
僧
に
な
っ
た
。
日
本
で
具
戒
を
授
け
る
正
式
の
戒
壇
が
成
立

し
た
の
は
周
知
の
と
お
り
鑑
眞
和
尚
の
来
朝
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
以
前
で
も
官
僧
は
師
に
つ
い
て
戒
を
受
け
、
自
度
も
自
誓
受
戒
し
て
い
た
。

最
澄
は
十
善
戒
と
大
乗
戒
と
し
て
の
十
重
四
十
八
軽
垢
戒
を
説
く
梵
網
戒
を
重

ん
じ
、
小
乗
戒
・
小
乗
律
に
よ
る
受
戒
を
否
定
し
た
（
『
山
家
学
生
式
』
）
が
、

律
は
は
や
く
鑑
眞
が
東
招
提
寺
で
教
え
、
『
霊
異
記
』
に
は
近
江
東
部
で
『
六

巻
抄
（
四
分
律
行
事
抄
）
』
が
学
ば
れ
て
い
た
話
（
下
巻
第
二
十
四
縁
）
を
収

め
、
『
正
倉
院
文
書
』
に
も
律
書
が
多
く
み
え
る
よ
う
に
、
奈
良
時
代
に
は
律

も
学
ば
れ
て
い
た
。
小
乗
戒
・
大
乗
戒
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
、
禅
師
の
結
婚
は

あ
り
え
な
い
。
し
か
し
、
日
本
で
は
僧
団
が
自
律
的
で
な
か
っ
た
か
ら
か
、
出

家
に
は
朝
廷
の
度
牒
（
出
家
許
可
証
）
を
必
要
と
し
た
か
ら
か
、
は
や
く
『
養

老
令
』
に
は
異
例
の
律
的
性
格
を
と
も
な
っ
た
「
僧
尼
令
」
が
加
え
ら
れ
た
。

「
僧
尼
令
」
の
制
定
は
中
国
に
学
ん
だ
に
し
て
も
、
僧
侶
に
戒
律
に
背
く
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
　
　
禅
師
の
恋

が
い
た
現
実
を
も
窺
わ
せ
る
と
い
え
る
。
延
暦
年
問
の
末
の
こ
と
な
が
ら
、

『
類
聚
国
史
』
（
第
百
八
十
六
仏
道
士
二
・
僧
尼
雑
制
）
条
に
は
、

　
　
廿
三
年
正
月
丁
亥
。
勅
し
た
ま
は
く
、
頃
年
諸
国
の
維
徒
、
多
く
戒
行
を

　
贋
き
、
既
に
法
教
を
汚
す
。
先
、
濱
出
に
従
へ
。
然
し
て
殊
に
弘
恕
を
降
し

　
て
、
書
宿
を
厚
優
せ
よ
。
其
の
過
を
改
む
る
者
有
れ
ば
、
本
寺
に
住
す
る
を

　
許
せ
。
又
智
行
称
す
べ
き
、
人
の
師
た
る
者
を
簡
び
、
擢
き
て
講
師
に
任
じ

　
て
、
釈
侶
を
化
導
せ
よ
。
聞
く
が
如
く
は
、
萄
も
講
師
を
恭
く
し
、
或
は
姦

　
濫
を
事
と
し
、
詐
り
て
過
を
改
む
と
称
し
、
未
だ
妻
撃
を
捨
て
ず
。
此
乃
ち

　
僧
綱
簡
択
し
て
失
す
る
所
な
り
。
国
司
阿
容
し
て
意
に
任
す
。
教
に
違
ひ
、

　
法
を
慢
る
、
斯
に
過
ぎ
た
る
甚
し
き
無
し
。
宜
し
く
此
の
類
有
れ
ば
一
に
濱

　
却
に
従
ふ
べ
し
。
其
僧
綱
国
司
猶
俊
革
せ
ず
は
、
情
を
量
り
て
科
距
せ
よ
。

と
あ
り
、
諸
国
の
講
師
の
な
か
に
も
妻
子
を
も
つ
も
の
が
い
た
現
実
を
伝
え
る
。

一
」
う
し
た
僧
侶
の
乱
脈
は
聖
武
・
孝
謙
・
称
徳
の
時
代
に
展
開
し
た
面
を
も
っ

て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
僧
侶
を
統
制
す
る
僧
網
制
度
は
最
初
俗

官
を
含
め
て
推
古
三
十
二
年
に
成
立
し
て
い
た
（
『
日
本
書
紀
』
）
が
、
い
つ
の

時
代
に
も
十
分
機
能
し
な
い
面
を
も
っ
て
い
た
。
『
霊
異
記
』
は
不
邪
淫
戒
を

犯
す
俗
的
生
活
を
す
る
僧
を
描
き
、
編
者
景
戒
も
妻
子
を
養
っ
て
い
た
（
下
巻

第
三
十
九
縁
）
。
説
話
の
世
界
で
は
十
世
紀
に
高
僧
が
女
性
へ
の
愛
欲
を
断
て

ず
鬼
に
転
生
し
た
話
が
成
立
す
る
（
『
天
台
南
山
無
動
寺
建
立
和
尚
伝
－
）
。
『
万

葉
集
』
巻
二
も
他
に
「
藤
原
宮
御
宇
天
皇
代
」
の
歌
と
し
て
「
三
方
沙
彌
、
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

臣
生
羽
の
女
を
要
り
て
、
未
だ
幾
時
も
経
ず
し
て
病
に
臥
せ
り
て
作
る
歌
三

首
」
を
収
め
る
。
は
や
く
沙
弥
と
は
い
え
妻
帯
の
現
実
が
あ
っ
た
。
こ
の
歌
群

は
天
智
朝
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
禅
師
の
妻
帯
も
決
し
て
あ
り
え
ぬ
こ
と
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
も
『
万
葉
集
』
の
例
は
少
な
い
が
、
編
者
は
僧
侶
の
結
婚

に
寛
容
で
あ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
久
米
禅
師
の
石
川
郎
女
へ
の
婚
が
事
実
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

は
と
も
か
く
、
こ
の
歌
群
は
久
米
禅
師
が
僧
侶
の
立
場
で
詠
ん
だ
歌
と
理
解
す

る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
二
）
相
聞
の
表
現
と
禅
師

　
ま
ず
最
初
の
二
首
か
ら
み
る
と
、
久
米
禅
師
が
、

　
　
み
薦
苅
る
　
信
濃
の
真
弓
　
吾
が
引
か
ば
　
貴
人
さ
び
て
　
否
生
言
は
む

　
　
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
－
九
六
）

と
歌
い
か
け
た
の
に
対
し
、
石
川
郎
女
が
、

　
　
み
薦
苅
る
　
信
濃
の
真
弓
　
引
か
ず
し
て
　
強
佐
留
行
事
乎
　
知
る
と
言

　
　
は
な
く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
－
九
七
）

と
応
じ
た
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
は
軽
い
調
子
の
歌
と
み
な
さ
れ
、
評
価
は
高

く
な
い
。
「
引
く
」
の
序
詞
に
「
み
薦
苅
る
　
信
濃
の
真
弓
」
と
表
現
し
、
一

〇
〇
番
歌
に
も
「
東
人
の
荷
前
」
の
表
現
が
み
え
る
の
で
、
二
人
を
東
国
に
縁

故
あ
る
者
と
も
説
か
れ
み
。
確
か
に
信
濃
国
に
久
米
舎
人
が
見
え
る
（
『
類
聚

国
史
』
巻
第
八
十
七
刑
法
部
）
か
ら
、
関
係
者
と
い
え
な
く
は
な
い
。
た
だ
し
、



信
濃
の
弓
は
『
延
喜
式
』
兵
部
省
条
で
は
他
国
に
比
べ
て
特
に
多
く
は
な
い
が
、

「
信
濃
国
献
梓
弓
一
千
廿
張
。
以
充
大
宰
府
」
「
以
信
濃
国
献
弓
一
千
四
百
張
充

大
宰
府
」
一
『
続
日
本
紀
』
大
賓
二
年
三
月
甲
午
・
慶
雲
元
年
夏
四
月
条
一
と
あ

り
、
信
濃
は
強
い
弓
を
貢
納
す
る
地
と
し
て
関
係
者
に
知
ら
れ
て
い
よ
う
し
、

荷
前
も
諸
社
や
諸
陵
に
奉
る
貢
納
物
た
る
東
国
か
ら
の
時
を
定
め
た
調
と
す
る

と
、
季
節
の
風
物
と
し
て
都
人
は
誰
し
も
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
作
者

の
出
身
地
を
特
定
す
る
ほ
ど
の
根
拠
に
は
な
り
え
ま
い
。

　
九
七
番
歌
は
相
聞
の
答
歌
の
表
現
の
常
と
し
て
、
久
米
禅
師
の
表
現
を
受
け

て
石
川
郎
女
が
切
り
返
し
た
歌
と
み
て
よ
い
。
し
か
し
、
「
強
佐
留
行
事
乎
」

の
訓
が
定
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。

　
「
強
佐
」
に
つ
い
て
は
早
く
よ
り
誤
字
説
が
あ
る
。
契
沖
は
「
強
」
は
「
弦
」

の
誤
字
、
「
佐
」
は
西
本
願
寺
本
の
「
作
」
を
正
字
と
み
て
「
ツ
ル
ハ
ク
ル
ワ

ザ
」
と
訓
ん
だ
（
『
萬
葉
集
代
匠
記
』
）
。
契
沖
説
を
承
け
た
賀
茂
真
淵
は
「
ヲ

ハ
グ
ル
ワ
ザ
ヲ
」
と
改
訓
し
た
（
『
萬
葉
考
』
・
『
萬
葉
集
私
注
』
）
。
山
田
孝
雄

氏
は
さ
ら
に
「
ヲ
ハ
ク
ル
ワ
ザ
ヲ
」
と
改
訓
し
（
『
萬
葉
集
講
義
』
第
二
巻
）
、

『
古
典
文
学
大
系
萬
葉
集
』
等
が
承
け
る
。
こ
れ
に
対
し
、
誤
字
説
を
で
き
る

だ
け
避
け
よ
う
と
す
る
澤
湧
氏
は
、
そ
の
ま
ま
「
シ
ヒ
サ
ル
ワ
ザ
ヲ
」
と
訓
み
、

「
強
ひ
る
と
は
『
い
な
と
云
は
ば
強
ひ
め
や
わ
が
背
』
（
四
－
六
七
九
）
と
あ
る

に
よ
っ
て
明
か
な
や
う
に
、
強
引
に
せ
ま
る
事
で
あ
る
。
従
っ
て
強
ひ
ざ
る
わ

ざ
と
は
、
強
引
に
せ
ま
る
事
を
し
な
い
の
で
あ
る
。
上
の
『
引
か
ず
し
て
』
の

　
　
　
　
　
禅
師
の
恋

意
を
も
う
一
度
強
く
く
り
か
へ
し
た
形
で
あ
る
。
私
の
心
を
誘
は
う
と
も
な
さ

ら
ず
、
強
ひ
て
と
も
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
ゐ
て
、
そ
の
事
を
『
知
る
』
と
い
ふ

の
は
、
云
々
」
（
『
萬
葉
集
注
釈
』
）
と
解
釈
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
は
、

「
ざ
る
」
が
連
体
形
で
あ
る
の
に
連
用
形
に
読
ん
で
、
文
脈
の
続
き
を
変
え
た

理
解
で
あ
る
。
「
そ
の
事
」
は
「
否
と
い
う
こ
と
」
な
の
か
や
や
わ
か
り
に
く

く
、
後
者
と
す
る
と
前
の
歌
と
の
対
応
は
相
聞
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
い
に
し
て

も
、
一
首
の
文
脈
の
理
解
に
無
理
が
生
じ
よ
う
。

　
相
聞
の
常
套
的
表
現
と
し
て
は
確
か
に
九
七
番
歌
が
九
六
番
歌
を
切
返
し
て

い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
強
佐
留
行
事
乎
　
知
る
と
い
は
な
く

に
」
は
、
「
貴
人
さ
び
て
　
否
と
言
は
む
か
も
」
を
切
返
し
た
表
現
と
理
解
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
意
味
的
対
応
を
求
め
る
と
、
「
貴
人
ぷ
っ
て
否
と
い

う
か
確
か
め
も
し
な
い
で
、
解
っ
て
い
る
と
い
わ
な
い
も
の
で
す
よ
」
と
い
っ

た
類
の
表
現
が
く
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
即
き
す
ぎ
で

あ
る
。
上
三
句
に
禅
師
の
歌
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
以
上
、
下
句
ま

で
対
応
さ
せ
る
と
、
平
凡
を
免
れ
が
た
い
。
九
八
・
九
九
番
歌
も
、
初
句
と

四
・
五
句
が
表
現
上
対
応
し
、
二
句
三
句
も
一
応
異
な
り
な
が
ら
な
お
、
三
句

に
前
の
歌
の
「
引
く
」
を
用
い
た
た
め
に
平
凡
な
歌
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

こ
の
歌
ま
で
同
様
に
解
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

　
相
聞
の
答
歌
は
贈
歌
に
対
応
す
る
意
味
を
含
め
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
完
全

に
表
現
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
も
な
い
。
贈
歌
の
意
味
を
と
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
　
　
禅
師
の
恋

え
、
切
り
替
え
し
を
す
る
傾
向
が
前
後
の
相
聞
に
は
み
ら
れ
る
。
中
大
兄
と
鏡

王
女
の
相
聞
（
九
一
・
九
二
）
な
ど
は
そ
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。
鏡
皇
女
と
藤

原
鎌
足
の
相
聞
（
九
三
・
九
四
）
は
初
句
の
み
対
応
さ
せ
、
贈
歌
の
意
味
を
無

視
す
る
形
で
切
返
し
、
し
か
も
思
い
の
上
で
は
一
致
し
て
い
る
と
い
い
え
る
例

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
三
句
が
対
応
す
る
以
上
、
下
句
二
句
の
表
現
ま
で

を
対
応
を
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。
つ
ま
り
、
表
現
の
上
で
は
離
れ
て
い
て
も
、

意
味
上
、
贈
歌
に
対
応
し
て
お
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
稲
岡
氏
は
在
俗
の
時
の

歌
と
み
、
「
ヲ
ハ
ク
ル
ワ
ザ
ヲ
」
の
訓
を
と
っ
て
、
「
及
び
腰
で
、
本
気
に
な
っ

て
迫
り
も
し
な
い
相
手
に
対
し
て
、
痛
烈
な
シ
ッ
ペ
返
し
を
し
た
も
の
と
す
れ

ば
、
「
あ
な
た
は
『
信
濃
の
真
弓
吾
が
引
か
ば
－
な
ど
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、

弓
を
引
く
ど
こ
ろ
か
、
弓
弦
の
張
り
方
さ
え
御
存
知
な
い
の
で
は
な
い
か
し

ら
」
と
椰
楡
を
返
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
下
句
の
寓
意
が
何
か
は
、
あ
ま
り

問
題
で
は
な
く
、
久
米
氏
の
男
性
を
弦
の
張
り
方
さ
え
知
ら
な
い
と
椰
楡
す
る

こ
と
に
作
者
の
意
図
は
あ
っ
た
よ
う
だ
」
と
説
か
れ
た
（
『
萬
葉
集
全
注
』
）
。

下
句
の
寓
意
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
下
句
を
無
視
し
て
よ
い
と
は
考
え
ら
れ

な
い
が
、
贈
歌
を
受
け
て
「
椰
楡
を
返
し
た
」
と
い
う
理
解
は
十
分
成
り
立
ち
、

歌
の
理
解
を
深
め
ら
れ
て
い
る
。

　
久
米
氏
を
区
分
し
な
い
で
、
論
じ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
久
米
氏
に
は
紀

岡
前
久
米
連
・
久
米
直
・
久
米
部
・
伊
予
久
米
部
・
久
米
舎
人
造
・
久
米
舎

人
・
久
米
朝
臣
・
久
米
臣
が
い
る
。
『
古
事
記
』
の
、
天
孫
降
臨
条
の
大
伴
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

の
祖
天
忍
日
命
と
久
米
直
の
祖
天
津
久
米
命
が
、
「
天
の
石
靱
を
取
り
負
ひ
、

頭
椎
の
太
刀
を
取
り
侃
き
、
天
の
波
士
弓
を
取
り
負
ひ
、
天
の
真
鹿
児
矢
を
手

挟
み
」
、
天
孫
の
御
前
に
立
っ
た
と
い
う
伝
承
や
、
神
武
東
征
条
の
戦
闘
歌
謡

久
米
歌
か
ら
す
る
と
武
人
の
家
柄
と
目
さ
れ
る
の
は
久
米
直
で
あ
る
。
し
か
し
、

天
武
十
二
年
九
月
に
宿
称
・
連
姓
を
賜
っ
た
連
・
直
ク
ラ
ス
に
は
久
米
直
は
み

え
な
い
。
賜
姓
に
預
か
ら
な
い
弱
小
氏
族
と
な
っ
て
い
た
か
、
山
部
連
や
久
米

舎
人
造
に
継
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
延
喜
式
』
大
嘗
祭
条
を
み
て

も
、
久
米
直
は
も
は
や
大
嘗
宮
の
門
の
衛
護
に
は
携
わ
っ
て
い
な
い
。
天
武
十

三
年
九
月
に
朝
臣
を
賜
っ
た
久
米
臣
は
蘇
我
系
で
あ
り
、
他
に
皇
別
の
久
米
臣

（
『
新
撰
姓
氏
録
』
）
あ
る
い
は
久
米
舎
人
が
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
純
に
久

米
氏
と
弓
の
関
係
を
い
い
え
な
い
が
、
大
伴
家
持
が
大
久
米
主
命
を
自
氏
の
祖

と
し
た
（
十
八
－
四
〇
九
四
）
よ
う
に
、
久
米
朝
臣
も
久
米
直
と
の
関
係
を
主

張
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
久
米
禅
師
の
出
自
は
い
ず
れ
の
氏
族
か
不
定
な

が
ら
、
他
方
で
禅
師
の
身
分
を
も
っ
て
い
た
。
『
私
注
』
や
『
注
釈
』
が
注
意

し
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
禅
師
の
結
婚
も
あ
り
え
た
と
す
る
と
、
題
詞
の

禅
師
を
歌
の
理
解
に
か
か
わ
ら
せ
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
禅
師
に
つ
い
て
は
九

八
・
九
九
番
歌
の
部
分
で
み
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
禅
師
も
僧
で
あ
り
、
平

安
時
代
末
に
は
僧
侶
に
も
武
器
を
も
っ
て
戦
う
僧
兵
が
現
れ
る
に
し
て
も
、
奈

良
時
代
に
は
ま
だ
五
戒
の
一
つ
不
殺
生
戒
を
守
り
、
一
般
的
に
は
武
器
を
捨
て

た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。



　
そ
の
う
え
で
稲
岡
氏
の
説
か
れ
た
と
こ
ろ
を
進
め
て
、
禅
師
と
も
か
か
わ
ら

せ
る
と
、
九
七
番
歌
は
、

　
　
　
あ
な
た
は
弓
を
引
く
と
お
っ
し
ゃ
る
が
、
（
久
米
氏
の
出
身
と
は
い
え
、

　
　
禅
師
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
か
、
本
気
で
私
の
気
持
ち
を
）
お
引
き
に
な

　
　
ら
な
い
で
い
て
、
弦
の
張
り
方
を
知
っ
て
い
る
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
ら
な
い

　
　
こ
と
ね
、
（
否
と
い
う
だ
ろ
う
か
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
）

と
解
せ
る
。
真
意
は
、
「
武
門
の
出
身
と
は
い
え
、
出
家
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

ら
か
、
私
の
気
持
ち
を
本
気
で
引
い
て
み
な
い
で
い
て
、
女
性
に
対
す
る
男
と

し
て
心
得
を
わ
か
っ
て
い
る
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
も
の
よ
、
女
の
心
を
知

ら
な
い
で
た
め
ら
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
女
郎
は
断
る
つ
も
り
は
な
く
積
極
的
で
あ
れ
と
促
し
て
い
る
。
女
郎

も
憎
か
ら
ず
思
う
気
持
ち
を
伝
え
る
べ
く
、
第
三
首
目
の
歌
を
や
は
り
弓
で
歌

っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
梓
弓
　
引
か
ば
随
意
に
　
依
ら
め
ど
も
　
後
の
心
を
　
知
り
か
て
ぬ
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
－
九
八
）

こ
れ
に
対
し
て
久
米
禅
師
は
、

　
　
梓
弓
　
弦
を
取
り
は
け
　
引
く
人
は
　
後
の
心
を
　
知
る
人
ぞ
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
－
九
九
）

と
応
じ
た
。
九
八
番
歌
の
理
解
に
お
い
て
は
、
「
梓
弓
を
引
く
」
と
「
依
る
」

の
関
係
が
問
題
に
な
る
。
何
が
寄
る
の
か
問
題
が
あ
る
が
、
平
安
時
代
に
は
、

　
　
　
　
　
禅
師
の
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
道
列
樹

　
　
梓
弓
ひ
け
ば
本
末
わ
か
方
に
よ
る
こ
そ
ま
さ
れ
恋
の
心
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
古
今
和
歌
集
』
第
十
二
－
六
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
百
首
歌
中
　
　
　
　
　
　
従
二
位
家
隆
卿

　
　
あ
づ
さ
弓
引
け
ば
も
と
す
ゑ
よ
る
よ
る
は
い
る
の
の
と
も
し
し
か
や
か
な

　
　
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
夫
木
和
歌
抄
』
三
〇
九
五
）

と
い
っ
た
歌
が
み
え
、
『
伊
勢
物
語
』
梓
弓
の
段
（
二
十
四
）
に
も
、

　
　
あ
づ
さ
弓
引
け
ど
引
か
ね
ど
む
か
し
よ
り
心
は
君
に
よ
り
に
し
も
の
を

の
歌
が
あ
っ
て
、
こ
の
注
に
は
「
「
よ
る
」
は
弓
を
引
く
と
本
末
が
寄
る
と
こ

ろ
か
ら
、
「
弓
」
の
縁
語
」
と
さ
れ
て
い
る
。
『
古
今
集
』
の
歌
か
ら
弓
の
本
末

が
射
手
の
側
に
寄
る
と
い
う
理
解
、
『
夫
木
抄
』
の
歌
か
ら
弓
の
本
末
が
寄
る

と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
直
ち
に
こ
れ
を
『
万
葉
集
』

の
注
に
及
ぽ
し
得
る
か
ど
う
か
問
題
は
残
る
。
こ
れ
と
別
に
呪
術
的
信
仰
的
な

意
味
を
認
め
、
「
梓
弓
を
引
き
鳴
ら
す
と
霊
魂
が
寄
る
と
い
う
連
想
に
も
と
づ

く
」
と
し
「
ヨ
ル
は
弓
の
縁
語
」
と
す
る
説
が
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
カ
ー
は
、
梓
弓

の
魂
寄
に
関
連
し
て
こ
の
説
を
受
け
、
「
こ
の
弓
が
古
代
か
ら
霊
を
招
く
の
に

使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
八
世
紀
の
偉
大
な
歌
集
で
あ
る
『
万
葉
集
』

に
、
梓
弓
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
立
証
さ
れ
よ
う
。
（
中

略
）
弓
と
一
絃
琴
は
共
に
、
お
そ
ら
く
最
も
単
純
な
琴
の
祖
先
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
琴
は
神
功
皇
后
の
時
代
に
は
す
で
に
神
々
を
招
来
す
る
道
具
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
禅
師
の
恋

っ
た
云
々
」
と
説
い
て
い
る
。
『
全
集
万
葉
集
』
の
頭
注
は
縁
語
の
説
明
で
、

意
味
上
に
働
く
と
み
て
い
な
い
。
「
引
く
」
と
「
弾
く
」
の
表
現
の
問
題
も
あ

る
が
、
序
詞
と
み
て
歌
意
に
及
ぶ
意
味
を
認
め
え
た
い
と
思
う
が
、
こ
こ
に
踏

み
込
む
に
は
禅
師
と
弓
の
関
係
が
問
題
に
な
る
。

　
そ
こ
で
禅
師
に
つ
い
て
み
る
と
、
久
米
禅
師
の
「
禅
師
」
は
、
巻
二
で
は
氏

族
名
と
と
も
に
位
階
や
姓
名
を
記
す
の
に
、
こ
こ
で
は
直
・
朝
臣
な
ど
姓
を
っ

け
な
い
か
ら
、
僧
侶
の
称
と
み
て
よ
く
、
久
米
氏
出
身
と
す
る
禅
師
と
い
っ
て

よ
い
。
禅
師
の
性
格
は
『
全
注
』
の
よ
る
『
仏
教
語
大
辞
典
』
の
説
く
と
お
り

で
あ
る
。
禅
定
は
仏
教
の
基
本
的
な
修
行
法
で
あ
り
、
中
国
で
と
く
に
北
魏
末

に
き
た
イ
ン
ド
僧
達
磨
を
初
祖
と
す
る
禅
宗
が
成
立
す
る
。
禅
師
は
禅
定
の
修

行
を
す
る
僧
の
意
で
あ
る
が
、
『
梁
高
僧
伝
』
巻
十
一
、
『
唐
高
僧
伝
』
巻
十
六

か
ら
二
十
は
習
禅
の
部
を
設
け
、
前
者
は
竺
僧
顕
以
下
二
十
一
人
、
後
者
は
正

伝
に
七
十
五
人
の
僧
を
あ
げ
る
も
の
の
、
所
収
の
僧
を
す
べ
て
禅
師
と
称
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
禅
師
の
称
は
他
の
巻
に
も
み
え
、
ま
た
山
林
禅
定
を
行
う
者

で
も
日
本
の
よ
う
に
呪
験
力
に
よ
っ
て
看
病
に
従
事
す
る
こ
と
は
な
い
。
看
病

僧
は
『
梁
高
僧
伝
』
で
は
巻
九
・
十
の
神
異
に
み
え
る
。

　
日
本
で
の
禅
師
の
初
例
は
敏
達
紀
六
年
十
一
月
条
に
、
「
百
済
の
王
、
還
る

使
大
別
王
に
付
け
て
経
論
若
干
巻
井
て
律
師
・
禅
師
・
比
丘
尼
・
呪
禁
師
・
造

仏
工
・
造
寺
工
、
六
人
を
献
る
。
遂
に
難
波
の
大
別
王
の
寺
に
安
置
ら
し
む
」

と
あ
る
も
の
で
、
百
済
か
ら
来
朝
し
た
僧
で
あ
る
。
べ
つ
に
呪
禁
師
が
み
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

か
ら
、
こ
の
禅
師
も
習
禅
の
僧
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
道
照
卒
伝
に
は
玄
弊

三
蔵
の
も
と
に
留
学
し
た
と
き
、
「
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
寛
す
る
こ
と
能
は

ず
。
如
か
じ
禅
を
学
び
て
東
土
に
流
伝
せ
む
に
は
」
と
教
え
ら
れ
、
「
和
尚
、

教
を
奉
り
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
ふ
。
悟
る
所
梢
く
多
し
」
と
い
う
。
帰
朝
後

「
元
興
寺
の
東
南
の
隅
に
、
別
に
禅
院
を
建
て
て
住
む
。
時
に
天
下
行
業
の
徒

は
和
尚
に
従
ひ
て
禅
を
学
ぶ
」
（
『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
四
年
三
月
己
未
条
）

と
い
う
。
こ
れ
は
唯
識
の
瞼
伽
行
で
あ
ろ
う
が
、
道
照
を
禅
師
と
称
し
て
は
い

な
い
。
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
禅
師
は
、

１
¢
医
師
、
禅
師
、
官
人
各
一
人
を
左
右
京
お
よ
び
四
畿
内
に
遣
は
し
、
疹
疾

　
の
徒
を
救
療
せ
し
む
。
　
　
　
（
続
紀
天
平
勝
宝
八
年
四
月
二
十
九
日
条
）

　
　
勅
す
ら
く
、
禅
師
法
栄
、
立
性
清
潔
、
持
戒
第
一
な
り
。
甚
だ
能
く
看
病

　
す
。
此
れ
に
由
り
て
、
辺
地
に
請
く
。
医
薬
に
侍
せ
し
め
、
太
上
天
皇
験
多

　
数
得
た
り
。
信
重
き
こ
と
人
に
過
ぎ
た
り
。
他
の
医
を
用
ゐ
ず
。
云
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
紀
天
平
勝
宝
八
年
五
月
二
士
二
日
条
）

　
　
禅
師
秀
南
・
広
達
・
延
秀
・
延
恵
・
首
勇
・
清
浄
・
法
義
・
尊
敬
・
永

　
興
・
光
信
、
或
は
持
戒
称
す
る
に
足
る
。
或
は
看
病
著
声
な
り
。
詔
し
て
供

　
養
を
充
て
、
並
に
其
の
身
を
終
へ
し
む
。
当
時
、
称
し
て
十
禅
師
と
為
す
。

　
其
の
後
閥
有
ら
ば
、
清
行
の
者
を
択
び
て
補
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宝
亀
三
年
三
月
六
日
条
）

　
★
僧
法
蓮
に
豊
前
国
の
野
四
十
町
を
施
す
。
医
術
を
褒
め
て
な
り
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
宝
三
年
九
月
二
十
五
日
条
）

　
★
詔
し
て
日
は
く
、
「
沙
門
法
蓮
、
心
は
禅
枝
に
住
し
、
行
は
法
梁
に
住
す
。

尤
も
医
術
に
精
し
。
民
の
苦
を
済
ひ
治
む
。
善
な
る
か
な
若
の
ご
と
き
人
。

　
何
ぞ
褒
賞
せ
ざ
ら
む
や
。
其
の
僧
の
三
等
以
上
の
親
に
宇
佐
の
君
の
姓
を
賜

　
ふ
」
と
の
た
ま
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
養
老
五
年
六
月
三
日
）

１
Ｑ
文
武
百
官
に
詔
し
て
太
政
大
臣
禅
師
を
拝
賀
せ
し
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
紀
天
平
神
護
元
年
閏
十
月
二
日
条
）

　
法
臣
大
僧
都
第
一
修
行
進
守
大
禅
師
円
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
紀
天
平
神
護
二
年
十
月
二
士
二
日
条
）

　
　
法
参
議
大
律
師
修
行
進
守
大
禅
師
正
四
位
上
基
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
紀
天
平
神
護
二
年
十
月
二
十
三
日
条
）

な
ど
で
、
１
の
諸
例
は
看
病
の
た
め
に
活
躍
し
た
僧
、
ｕ
の
諸
例
は
特
別
の
僧

侶
へ
の
敬
称
の
よ
う
で
あ
る
。
道
鏡
も
「
禅
行
を
以
て
聞
ゆ
。
是
に
由
り
て
内

道
場
に
入
り
列
り
て
禅
師
と
為
る
。
宝
字
五
年
。
保
良
に
従
幸
す
。
時
に
看
病

に
侍
し
梢
に
寵
幸
せ
ら
る
」
と
あ
る
よ
う
に
看
病
禅
師
と
し
て
孝
謙
上
皇
に
侍

し
て
栄
達
し
た
（
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
三
年
夏
四
月
丁
巳
条
）
。
円
興
・
基
真
も

同
様
の
僧
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
国
家
が
呪
験
力
で
看
病
に
従
事
す
る
僧
を
公

的
に
禅
師
と
呼
ん
だ
時
代
は
天
平
勝
宝
八
年
に
下
る
。
大
宝
三
年
九
月
癸
丑
条

に
在
野
で
医
術
を
褒
め
ら
れ
た
法
蓮
は
、
養
老
五
年
六
月
戊
寅
条
で
「
心
住
禅

枝
」
と
し
な
が
ら
禅
師
と
呼
ば
な
い
。
禅
師
を
呪
験
力
を
も
っ
た
僧
と
解
す
る

　
　
　
　
　
禅
師
の
恋

と
用
語
の
時
代
の
問
題
が
潜
み
、
こ
の
歌
群
は
奈
良
時
代
後
期
に
久
米
禅
師
に

仮
託
さ
れ
た
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
民
問
で
は
も

っ
と
古
く
遡
り
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
『
霊
異
記
』
に
も
禅
師
が
登
場
す
る
説
話
は
十
六
話
あ
る
。
編
纂
の
時
代
は

下
る
が
、
説
話
で
は
早
い
時
代
も
扱
う
。
そ
の
禅
師
は
説
話
中
で
す
べ
て
看
病

や
山
林
修
行
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
呼
称
の
例
（
上
巻
第
七
縁
、
中
巻

第
二
縁
、
下
巻
第
三
十
九
縁
１
１
善
珠
）
、
悪
霊
が
引
き
起
し
た
病
気
治
療
の
た

め
に
請
じ
ら
れ
る
例
（
上
巻
第
八
縁
、
第
二
十
六
縁
、
第
三
十
一
縁
、
下
巻
第

二
縁
、
第
三
十
六
縁
）
、
呪
願
（
中
巻
第
十
二
縁
）
・
呪
縛
解
除
（
上
巻
第
十

五
縁
）
・
法
会
（
上
巻
第
十
縁
、
下
巻
第
二
十
六
縁
）
な
ど
に
請
じ
ら
れ
る
例
、

ま
た
山
林
修
行
僧
の
例
一
中
巻
第
二
十
六
縁
、
下
巻
第
一
縁
、
第
六
縁
、
下
巻

第
三
十
九
縁
Ｈ
寂
仙
）
、
密
教
系
観
音
た
る
十
一
面
観
音
の
悔
過
に
招
か
れ
た

例
（
中
巻
第
十
一
縁
）
、
十
一
面
観
音
に
祈
願
し
て
い
た
の
で
禅
師
と
み
ら
れ

た
例
（
下
巻
第
三
縁
）
も
あ
る
。
上
巻
の
「
持
戒
の
比
丘
浄
行
を
修
し
て
現
に

奇
し
き
験
力
を
得
る
緑
第
廿
六
」
の
場
合
、
「
大
皇
后
の
天
皇
の
代
、
百
済

禅
師
有
り
。
名
を
多
羅
常
と
日
ふ
。
高
市
の
郡
の
部
内
法
器
山
寺
に
住
む
。
勤

修
し
、
看
病
第
一
な
り
。
死
ぬ
べ
き
人
も
験
を
蒙
り
て
更
に
蘇
り
、
病
者
を
呪

す
る
毎
に
奇
異
有
り
。
云
か
」
と
紹
介
さ
れ
る
。
彼
は
持
統
朝
に
錫
杖
に
錫
杖

を
立
て
て
、
密
教
の
呪
儀
に
用
い
る
楊
の
枝
を
取
る
行
為
も
行
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
下
巻
第
二
縁
は
永
興
が
紀
伊
国
牟
婁
郡
熊
野
村
で
の
修
行
の
時
、
狐
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
禅
師
の
恋

つ
い
た
病
人
を
呪
し
て
看
病
し
た
と
説
き
、
下
巻
第
三
十
六
縁
は
家
依
の
看
病

の
た
め
に
禅
師
が
手
に
熾
る
炭
火
を
置
い
て
呪
願
し
た
と
伝
え
る
。
『
霊
異
記
』

の
禅
師
の
用
語
は
『
霊
異
記
』
成
立
の
時
代
の
も
の
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な

い
が
、
斉
明
・
天
智
朝
に
設
定
さ
れ
た
上
巻
第
七
縁
で
も
百
済
の
僧
弘
済
に
用

い
る
。

　
早
い
時
期
に
公
的
に
用
い
ら
れ
た
禅
師
は
習
禅
の
僧
の
称
の
よ
う
で
あ
る
が
、

後
に
は
、
山
林
禅
定
し
、
雑
密
の
修
法
・
古
代
山
岳
信
仰
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

な
ど
と
も
か
か
わ
り
、
呪
験
力
を
得
、
看
病
に
力
を
発
揮
す
る
僧
を
、
民
間
で

呼
ぶ
の
に
も
用
い
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
彼
ら
は
呪
験
力
に
よ
っ
て
民
問
で
看

病
や
悪
霊
の
制
圧
を
行
い
、
奈
良
時
代
中
期
以
後
に
は
高
貴
の
身
分
の
者
や
国

家
鎮
護
の
儀
式
な
ど
に
も
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て
歴
史
に
登
場
す
る
。
し
か

し
、
平
安
時
代
以
後
に
な
る
と
墓
言
宗
や
天
台
宗
の
密
教
僧
に
と
っ
て
代
わ
ら

れ
、
特
別
の
存
在
を
除
い
て
禅
師
の
名
も
消
え
る
。
文
学
の
世
界
で
も
禅
師
が

み
え
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
『
霊
異
記
』
の
禅
師
の
説
話
も
『
三
宝
絵
』

や
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
僧
の
説
話
と
し
て
受
容
さ
れ
る
。
つ
ま
り
禅
師
は
平

安
時
代
初
期
以
前
に
仏
教
以
外
の
修
法
を
も
習
合
し
、
呪
験
力
を
得
た
僧
に
用

い
ら
れ
た
尊
称
と
い
え
る
。
禅
師
は
看
病
に
招
か
れ
た
が
、
治
療
法
は
多
様
で
、

シ
ャ
ー
マ
ン
の
用
い
た
弓
を
も
ち
い
て
病
気
を
起
こ
し
て
い
る
霊
を
呼
び
寄
せ

て
和
め
る
手
立
な
ど
を
取
る
者
も
い
た
と
考
え
う
る
。
天
智
朝
の
久
米
禅
師
は

単
な
る
習
禅
の
僧
な
の
か
、
呪
験
力
を
も
つ
僧
な
の
か
問
題
で
あ
り
、
後
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

理
解
に
は
天
智
朝
の
実
在
の
人
物
な
の
か
、
奈
良
時
代
に
な
っ
て
か
ら
物
語
的

に
形
成
さ
れ
た
人
物
な
の
か
の
問
題
が
伴
う
が
、
ま
た
時
代
的
に
は
や
や
早
い

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
呪
験
力
を
も
っ
天
智
朝
の
僧
と
み
て
お
き

た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
弓
の
場
合
、
弦
を
引
い
て
打
ち
鳴
ら
す
行
為
は
悪
例
を
追
い
払

い
遠
ざ
け
る
も
の
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
こ
と
に
武
人
の
行
う
弓
を
引
く
行

為
は
目
に
見
え
る
も
の
、
目
に
見
え
な
い
も
の
を
含
め
て
、
敵
対
す
る
も
の
を

降
伏
さ
せ
る
行
為
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
有
名
な
『
源
氏
物
語
』
の

「
夕
顔
」
の
巻
の
何
が
し
の
院
に
お
け
る
夕
顔
怪
死
事
件
の
場
が
思
い
お
こ
さ

れ
よ
う
。
夕
顔
が
「
汗
も
し
と
ど
に
な
り
て
、
わ
れ
か
の
景
色
」
に
な
っ
た
と

き
、
預
の
子
を
召
し
て
源
氏
が
、
「
紙
燭
さ
し
て
参
れ
。
『
随
身
も
、
弦
打
し
て
、

絶
え
ず
こ
わ
づ
く
れ
』
と
仰
せ
よ
」
と
命
じ
る
と
、
預
の
子
は
、
滝
口
で
あ
っ

た
の
で
、
「
弓
弦
、
い
と
つ
き
づ
き
し
く
打
ち
鳴
ら
し
て
、
『
火
、
危
し
』
と
い

ふ
い
ふ
」
、
雑
司
の
方
に
行
っ
た
と
描
く
。
「
弦
打
」
と
表
現
さ
れ
、
弓
を
引
く

と
表
現
さ
れ
て
い
な
い
の
が
難
点
で
あ
る
が
、
『
万
葉
集
』
巻
一
、
元
明
天
皇

の
和
銅
元
年
の
歌
、

　
　
ま
す
ら
を
の
　
靹
の
音
す
な
り
　
物
部
の
　
大
臣
　
楯
立
つ
ら
し
も
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－
七
六
）

と
重
ね
ら
れ
よ
う
。
こ
の
歌
は
弓
の
弦
の
音
で
は
な
く
、
弓
の
弦
が
靹
を
打
っ

音
を
歌
う
。
武
芸
の
訓
練
や
出
陣
式
な
ど
と
説
く
む
き
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が



弓
の
弦
が
靹
を
打
っ
音
が
天
皇
の
耳
に
直
に
聞
こ
え
る
よ
う
な
場
所
で
行
わ
れ

る
こ
と
は
あ
り
え
ま
い
。
大
臣
を
大
将
と
解
し
も
さ
れ
る
が
、
な
ぜ
楯
を
立
て

る
行
為
を
推
定
し
た
の
か
も
不
審
で
あ
る
。
物
部
氏
が
大
嘗
宮
に
お
い
て
楯
を

立
て
る
こ
と
は
契
沖
が
指
摘
し
た
（
『
代
匠
記
』
）
。
持
統
紀
は
天
皇
の
大
嘗
祭

の
時
に
は
触
れ
な
い
が
、
四
年
正
月
の
即
位
式
の
時
に
は
「
物
部
麻
呂
朝
臣
、

大
盾
を
樹
っ
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
は
大
臣
石
上
麻
呂
が
大
嘗
祭
に
楯
を
立
て

る
に
あ
た
っ
て
、
周
辺
を
清
め
る
た
め
に
鳴
弦
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
靹
の
音

が
天
皇
の
耳
に
入
っ
た
と
想
定
す
る
の
が
蓋
然
性
が
あ
ろ
う
。
天
皇
は
鳴
弦
の

際
の
靹
の
音
で
麻
呂
の
楯
を
立
て
る
行
為
を
推
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
武
人
の
弦
打
に
は
悪
霊
の
退
散
を
促
す
も
の
も
あ
っ
た
。

　
先
に
も
触
れ
た
、
ブ
ラ
ッ
カ
ー
が
梓
弓
を
琴
と
同
じ
く
魂
寄
せ
に
用
い
る
例

と
し
て
紹
介
し
た
イ
タ
コ
の
霊
降
し
の
ば
あ
い
も
、
梓
弓
は
引
く
の
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　
洲

打
つ
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
天
智
朝
に
禅
師
と
呼
ば
れ
た
僧
侶
の
範
囲
に
も
、
山
林
禅
定
を

行
う
雑
密
系
の
密
教
僧
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
確
か
で
は
な
い
が
、
密

教
で
は
金
剛
杵
の
よ
う
に
悪
魔
を
打
破
る
呪
具
と
し
て
武
器
を
用
い
る
。
弓
も

ま
た
用
い
ら
れ
、
千
手
観
音
の
持
ち
物
に
は
宝
弓
と
宝
箭
が
あ
る
（
「
千
手
抄
」

『
大
日
本
仏
教
全
書
・
覚
禅
紗
三
』
九
五
九
頁
）
の
は
と
も
か
く
、
後
世
の
呪

儀
な
が
ら
、
調
伏
の
法
と
し
て
の
「
六
字
経
法
」
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
．
覚
禅

抄
二
』
八
〇
二
頁
）
は
弓
を
用
い
る
。
密
教
の
呪
具
に
弓
が
用
い
ら
れ
た
だ
け

　
　
　
　
　
禅
師
の
恋

で
な
く
、
禅
師
の
な
か
に
シ
ャ
ー
マ
ン
的
な
も
の
も
継
承
し
て
い
た
者
、
こ
と

に
武
門
の
家
を
意
識
す
る
久
米
氏
出
身
の
禅
師
の
ば
あ
い
、
弓
を
悪
魔
を
打
ち

砕
く
呪
具
と
し
て
、
ま
た
霊
を
呼
び
寄
せ
る
呪
具
と
し
て
用
い
た
こ
と
も
想
定

で
き
な
く
は
な
い
。
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
一
」
う
し
た
こ
と
を
思
い
あ
わ
せ

る
と
、
「
の
ち
の
心
を
知
」
る
と
い
う
の
は
、
病
の
治
療
の
た
め
に
病
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
霊
を
高
圧
的
に
制
圧
す
る
の
で
は
な
く
、
呼
出
し
て
和
め
、
病

人
か
ら
退
散
さ
せ
る
よ
う
言
い
含
め
る
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
東
北
地
方
の
盲
目
の
巫
女
「
い
た
こ
」
の
弓
を
用
い
て
の
霊
降
し
、
す

な
わ
ち
口
寄
せ
が
修
験
者
の
流
れ
を
承
け
る
の
な
ら
ば
、
背
後
に
古
代
に
繋
が

る
霊
降
し
の
流
れ
を
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
仲
哀
記
に
は
、
神
託
を
聞
く
た

め
に
天
皇
が
琴
を
引
い
て
神
霊
を
呼
び
寄
せ
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
巫
女
の
な

す
行
為
に
病
を
起
こ
し
て
い
る
霊
の
思
い
を
語
ら
せ
、
霊
が
何
を
求
め
て
い
る

か
を
知
り
、
し
か
る
べ
く
和
め
る
祭
を
す
る
よ
う
な
営
み
が
な
さ
れ
て
い
た
な

ら
ば
、
こ
の
表
現
は
そ
の
よ
う
な
方
向
に
お
い
て
理
解
し
え
よ
う
。

　
っ
ま
り
、
久
米
禅
師
が
治
療
行
為
に
弓
を
用
い
た
が
ゆ
え
に
、
二
人
の
了
解

事
項
と
し
て
こ
の
表
現
を
な
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
脈
と
関
係
な
く
、

た
だ
「
弓
を
引
く
」
と
「
寄
る
」
と
の
関
係
の
み
で
表
現
し
た
の
で
は
な
く
、

二
人
の
間
で
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
歌
群
を
享
受
す
る
同
時
代
の
人
々
に
面
白

い
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
現
実
的
文
脈
が
あ
っ
て
の
表
現
で
あ
っ
た
と
解
し
た
い
。

武
門
の
久
米
氏
の
み
に
か
か
わ
ら
せ
る
と
、
弓
を
引
く
行
為
は
矢
を
射
る
か
悪
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禅
師
の
恋

霊
を
退
散
さ
せ
る
意
味
と
な
り
、
石
川
女
郎
の
歌
で
そ
れ
な
り
に
意
味
を
も
っ

て
も
、
禅
師
の
歌
で
は
十
分
機
能
し
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
久
米
氏
の
禅
師
と

い
う
呪
術
者
的
僧
侶
の
働
き
を
か
か
わ
ら
せ
る
と
二
っ
の
意
味
が
と
も
に
働
き

う
る
。
石
川
女
郎
の
歌
で
は
、
二
つ
の
意
味
を
も
た
せ
て
、
「
霊
呼
び
の
弓
引

く
音
か
と
思
っ
て
寄
ろ
う
と
思
う
け
れ
ど
も
、
寄
っ
て
み
る
と
霊
を
追
い
払
う

音
で
あ
っ
て
、
後
々
ま
で
信
じ
き
れ
な
い
」
と
い
う
の
に
対
し
、
久
米
禅
師
の

歌
で
は
「
私
は
禅
師
だ
か
ら
霊
を
制
圧
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
後
々
ま
で
の
こ

と
、
霊
を
な
ご
め
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
と
強
調
す
る
こ
と
で
、
生
き
て
く

る
表
現
に
な
り
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
で
は
禅
師
と
石
川
女
郎
と
の
関
係
、
ひ
い
て
は
こ
の
歌
群
の
成
立
は
ど
の
よ

う
に
解
釈
し
え
る
の
か
、
次
に
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
（
三
）
禅
師
の
恋

　
こ
こ
で
は
こ
う
し
た
時
代
状
況
、
現
実
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
贈

答
の
な
さ
れ
た
背
景
に
言
及
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
石
川
郎
女
は
『
万
葉
集
』
に
繰
り
返
し
み
え
る
女
性
で
、
郎
女
と
あ
り
身
分

は
高
か
っ
た
。

　
石
川
は
河
内
の
東
南
部
金
剛
葛
城
の
山
麓
を
北
流
し
、
大
和
川
に
合
流
す
る

川
の
名
で
、
天
智
天
皇
の
嫌
疑
を
う
け
て
自
殺
し
た
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
蘇
我
氏
の
一
族
が
負
う
て
い
た
。
石
川
氏
は
『
新
撰
姓
氏

録
』
左
京
皇
別
の
条
に
、
「
孝
元
天
皇
皇
子
彦
太
忍
信
命
之
後
也
。
日
本
紀
合
」
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と
す
る
。
「
蘇
我
」
を
名
乗
る
の
は
「
河
内
国
皇
別
」
の
「
蘇
何
」
氏
だ
け
で

あ
る
。
蘇
我
氏
の
本
流
が
大
化
の
改
新
と
壬
申
の
乱
で
没
落
し
た
あ
と
、
蘇
我

一
族
の
核
、
ま
た
建
内
宿
祢
系
の
氏
族
の
中
心
と
し
て
勢
力
を
保
っ
た
の
が
、

石
川
氏
で
あ
っ
た
。
『
万
葉
集
』
に
み
え
る
石
川
朝
臣
は
複
数
で
あ
る
が
、
身

分
は
も
っ
と
も
高
く
て
四
位
相
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
続
日
本
紀
」
に
は
、

「
右
大
弁
從
三
位
石
川
朝
臣
宮
麻
呂
莞
。
近
江
朝
大
臣
大
紫
連
子
之
第
五
男

也
。
」
（
和
銅
六
年
十
二
月
六
日
）
と
あ
る
ほ
か
に
五
人
の
従
三
位
以
上
の
人
物

が
み
え
、
奈
良
時
代
に
入
っ
て
も
、
地
位
を
保
っ
て
い
る
。
石
川
郎
女
は
大
伴

坂
上
郎
女
と
同
じ
く
氏
名
と
住
居
の
場
所
の
名
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
た
女
性
で
、

蘇
我
石
川
一
族
の
身
分
あ
る
女
性
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
天
智
は
蘇
我
倉
山

田
石
川
麻
呂
を
冤
罪
で
自
殺
に
追
い
や
っ
た
が
、
後
に
名
誉
を
回
復
し
た
。
天

智
は
娘
の
越
智
娘
を
妻
に
迎
え
大
田
皇
女
・
持
統
を
生
し
、
二
人
は
天
武
の
后

妃
と
な
っ
て
い
る
。
石
川
麻
呂
の
弟
の
赤
兄
は
天
智
朝
の
右
大
臣
で
あ
る
。
石

川
女
郎
は
蘇
我
石
川
麻
呂
と
関
係
を
も
っ
、
し
か
る
べ
き
身
分
の
女
性
た
り
え

る
。　

『
万
葉
集
』
に
は
石
川
郎
女
を
名
乗
る
女
性
は
、
他
に
「
大
津
皇
子
贈
石
川

郎
女
御
歌
一
首
」
（
二
－
一
〇
七
）
・
「
日
並
皇
子
尊
贈
賜
石
川
女
郎
御
歌
一

首
」
（
二
－
一
一
〇
）
と
み
え
、
字
を
「
大
名
見
」
（
二
－
一
一
〇
）
と
呼
ば
れ

た
、
大
津
皇
子
と
日
並
皇
子
が
心
を
寄
せ
た
女
性
が
い
る
。
こ
の
石
川
郎
女
は

「
大
津
皇
子
籟
婚
石
川
女
郎
」
（
二
－
一
〇
九
）
と
あ
る
よ
う
に
、
実
質
的
に
は



大
津
皇
子
の
妻
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
後
に
「
大
津
皇
子
宮
侍
石
川
女
郎
」

と
呼
ば
れ
、
大
納
言
兼
大
将
軍
卿
之
第
三
子
、
大
伴
宿
祢
宿
奈
麻
呂
に
歌
を
贈

っ
て
い
る
一
二
－
二
一
九
）
。
こ
こ
で
は
「
女
郎
字
日
山
田
郎
女
也
」
と
注
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
蘇
我
石
川
氏
出
身
で
山
田
麻
呂
と
縁
あ
る
女
性
で
も
あ
っ
た

で
あ
ろ
ヶ
。
彼
女
は
ま
た
佐
保
大
納
言
大
伴
卿
之
第
二
子
大
伴
宿
祢
田
主
に
も

歌
を
贈
っ
て
い
る
。
田
主
は
蘇
我
氏
と
血
縁
擬
制
で
結
ば
れ
た
巨
勢
氏
の
女
を

母
と
し
て
い
た
（
二
－
二
エ
ハ
）
。
こ
れ
ら
の
石
川
郎
女
と
時
代
が
重
な
る
同

名
の
女
性
に
、
「
右
大
伴
坂
上
郎
女
之
母
石
川
内
命
婦
与
安
陪
朝
臣
姦
満
之
母

安
曇
外
命
婦
同
居
姉
妹
同
氣
之
親
焉
。
云
々
」
（
四
－
六
六
六
．
七
）
と
み
え

る
安
麻
呂
の
妻
で
、
坂
上
郎
女
の
母
が
い
る
。
田
主
や
宿
奈
麻
呂
へ
の
贈
歌
を

見
る
と
き
、
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
時
代
的
に
は
同
一
人
た
り
え
る
。

他
に
、
「
冬
日
幸
干
靭
負
御
井
之
時
」
た
だ
一
人
歌
を
奏
し
え
た
内
命
婦
石
川

朝
臣
（
二
十
－
四
四
三
九
）
、
同
一
人
で
あ
っ
た
か
、
「
薄
愛
離
別
悲
恨
」
で
歌

を
詠
ん
だ
藤
原
宿
奈
麻
呂
朝
臣
之
妻
石
川
女
郎
（
二
十
－
四
四
九
一
）
も
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀
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こ
れ
ら
複
数
の
石
川
女
郎
に
は
一
人
説
・
三
人
説
・
四
人
説
が
あ
る
。
大
津

皇
子
や
日
並
皇
子
と
交
渉
を
も
ち
え
る
身
分
で
、
山
田
女
郎
を
字
名
と
し
た
女

郎
は
、
当
時
蘇
我
氏
の
本
流
に
属
す
る
女
性
で
あ
っ
た
。
ま
た
大
植
言
大
伴
安

麻
呂
の
妻
も
、
宇
合
第
二
子
で
曲
折
は
あ
っ
て
も
内
大
臣
従
二
位
に
の
ぼ
っ
た

藤
原
宿
奈
麻
呂
の
妻
も
、
内
命
婦
で
あ
っ
た
女
性
も
身
分
は
低
く
な
い
。

　
類
推
す
れ
ば
、
久
米
禅
師
の
相
手
の
石
川
郎
女
も
身
分
の
低
い
女
性
で
は
な

　
　
　
　
　
禅
師
の
恋

い
。
九
六
番
歌
に
「
う
ま
ひ
と
さ
び
て
」
と
あ
る
の
も
、
身
分
の
低
い
郎
女
へ

の
椰
楡
で
は
な
く
実
体
に
対
応
し
た
表
現
と
み
う
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
久
米
禅
師
の
出
自
氏
族
久
米
氏
は
明
確
で
は
な
い
。
『
続
日

本
紀
』
に
、

　
　
従
四
位
下
大
伴
宿
祢
旅
人
為
左
将
軍
。
（
中
略
）
従
五
位
下
久
米
朝
臣
麻

呂
為
副
将
軍
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
銅
七
年
十
一
月
二
十
六
日
）

と
、
新
羅
の
使
を
迎
え
る
威
儀
を
整
え
る
た
め
に
、
儀
伎
隊
の
副
将
軍
に
任
じ

ら
れ
た
久
米
朝
臣
麻
呂
は
蘇
我
氏
系
な
が
ら
武
門
の
家
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
久
米
朝
臣
の
地
位
は
若
女
が
最
上
位
で
正
五
位
上
、
他
は
従
五
位

上
・
下
以
下
で
、
石
川
朝
臣
と
身
分
差
は
あ
っ
た
。
久
米
の
名
を
も
つ
他
の
氏

族
の
場
合
は
さ
ら
に
低
い
。
し
か
し
、
二
人
の
身
分
的
格
差
に
関
係
の
な
い
出

会
の
場
は
、
同
族
に
求
め
る
ま
で
も
な
く
、
多
様
で
あ
り
え
た
。
そ
こ
に
は
久

米
禅
師
が
出
家
で
あ
っ
た
と
い
う
条
件
も
加
え
え
る
。
こ
の
場
合
、
二
人
の
恋

愛
、
さ
ら
に
は
夫
婦
関
係
は
事
実
か
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
、
も
問
わ
な
い
。
物

語
で
あ
っ
て
も
、
時
代
背
景
と
し
て
想
定
し
え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
歌
群
で
は
禅
師
が
先
に
女
性
を
誘
っ
た
と
の
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

仏
教
の
基
本
的
な
戒
律
、
五
戒
の
一
つ
邪
淫
戒
に
反
し
た
女
犯
の
行
為
に
な
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
禅
師
の
姥
は
あ
り
え
た
の
か
。
無
い
と
み
れ
ば
、
戯

れ
の
相
聞
と
解
さ
れ
る
こ
と
は
最
初
に
触
れ
た
が
、
問
題
を
残
す
。

　
こ
の
歌
群
は
天
智
朝
に
配
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
律
令
制
成
立
以
前
、
か
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



　
　
　
　
　
禅
師
の
恋

た
戒
壇
成
立
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
律
令
制
下
よ
り
は
自
由
で
、
禅
師
の
よ
う

な
僧
の
恋
愛
や
結
婚
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
も
と

よ
り
、
出
家
は
家
を
棄
て
た
者
で
あ
り
、
俗
人
の
生
活
を
棄
て
た
は
ず
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
一
族
の
繁
栄
を
祈
る
氏
寺
の
僧
と
な
る
た
め
で
あ
っ

た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
公
地
公
民
制
に
よ
っ
て
個
人
に
課
せ
ら
れ
た
税
金
逃

れ
の
た
め
で
あ
っ
た
り
し
た
。
そ
こ
に
妻
子
を
養
い
生
産
に
従
う
者
も
い
る
現

実
が
生
ま
れ
た
。
『
日
本
書
紀
』
は
一
」
う
し
た
具
体
例
に
触
れ
る
こ
と
は
な
く
、

『
万
葉
集
』
も
出
家
の
結
婚
は
先
に
み
た
と
お
り
、
他
に
は
三
方
沙
弥
の
例
の

み
で
、
天
智
朝
の
様
子
は
不
明
で
あ
る
が
、
先
に
ふ
れ
た
奈
良
時
代
の
現
実
を

踏
ま
え
る
と
、
土
屋
氏
や
澤
潟
氏
の
説
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
周
辺

の
歌
も
巻
第
十
六
「
有
由
縁
井
雑
歌
」
に
「
古
歌
日
」
と
し
て
あ
げ
る
、

　
　
橘
の
　
寺
之
長
屋
ホ
　
吾
が
率
寝
し
　
童
放
は
　
髪
上
げ
っ
ら
む
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
六
－
三
八
二
二
）

と
巻
八
秋
雑
歌
「
故
郷
豊
浦
寺
之
尼
私
房
宴
歌
三
首
」
（
一
五
五
七
－
一
五
五

九
番
歌
）
が
あ
る
が
、
前
者
の
左
注
は
、
「
椎
野
連
長
年
」
が
第
二
句
の
表
現

を
不
審
と
し
、
「
そ
れ
、
寺
家
の
屋
は
俗
人
の
寝
る
慮
に
有
ら
ず
」
と
し
て

「
光
有
長
屋
ホ
」
（
十
六
－
三
八
二
三
）
と
改
め
た
と
い
う
。
尼
で
な
い
に
し
て

も
、
長
屋
が
尼
房
（
僧
房
）
で
あ
る
と
す
る
と
、
男
の
出
入
り
は
「
僧
尼
令
」

の
本
旨
に
背
く
。
後
者
も
私
房
と
い
う
が
、
や
は
り
そ
う
し
た
例
に
な
ろ
う
。

僧
侶
は
不
邪
淫
戒
を
守
り
、
煩
悩
と
し
て
の
愛
欲
も
断
つ
こ
と
を
修
行
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

本
と
す
る
が
、
禁
は
越
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
禅
師
は
看
病
を
重
要
な
役
割
と

し
女
性
に
近
づ
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
久
米
禅
師
と
石
川
郎
女
と
の
出
会
い
と
恋

の
背
景
に
も
看
病
を
通
じ
て
の
交
渉
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
。

　
低
い
身
分
の
出
自
で
あ
っ
て
も
、
出
家
し
て
呪
験
力
を
身
に
つ
け
る
と
、
高

貴
の
身
分
の
者
と
も
交
渉
が
生
ま
れ
、
看
病
に
よ
っ
て
女
性
に
近
づ
き
え
た
。

平
安
時
代
初
期
に
葛
川
を
開
き
、
ま
た
無
動
寺
を
建
立
す
る
な
ど
し
て
活
躍
し

た
相
応
を
は
じ
め
、
密
教
僧
は
高
貴
の
婦
人
を
含
む
病
人
の
看
病
の
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
彼
は
近
江
国
浅
井
郡
出
身
の
い
わ
ば
地
方
豪
族
の
子
で
あ
っ
た
け

れ
ど
も
、
出
家
し
、
慈
覚
大
師
に
仕
え
不
動
明
王
法
な
ど
を
修
行
す
る
こ
と
で

三
条
大
納
一
言
藤
原
良
相
の
庇
護
を
得
、
葛
川
な
ど
で
修
行
を
重
ね
て
呪
験
力
を

得
、
清
和
天
皇
を
は
じ
め
西
三
条
女
御
、
染
殿
后
な
ど
の
看
病
に
も
力
を
発
揮

し
た
。
染
殿
后
の
看
病
で
は
、
看
病
に
よ
っ
て
后
に
執
心
し
、
思
い
を
遂
げ
る

た
め
に
紺
青
鬼
も
し
く
は
天
狗
に
生
ま
れ
替
わ
っ
て
悩
ま
し
た
空
海
の
高
弟
、

紀
僧
正
真
済
の
霊
も
制
圧
し
た
と
伝
え
る
（
『
天
台
南
山
無
動
寺
建
立
和
尚

伝
』
）
。
こ
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
に
な
る
と
体
系
的
な
密
教
を
修
め
た
僧
が
担

う
よ
う
に
な
る
看
病
は
、
奈
良
時
代
に
は
雑
密
な
ど
多
様
な
修
行
を
し
た
禅
師

が
担
っ
た
。
奈
良
時
代
に
河
内
の
物
部
一
族
の
弓
削
連
の
出
で
、
良
弁
の
資
人

で
も
あ
っ
た
道
鏡
は
呪
験
力
を
得
て
称
徳
天
皇
の
看
病
を
し
て
庇
護
を
受
け
、

太
政
大
臣
禅
師
と
な
っ
た
こ
と
は
余
り
に
も
著
名
で
あ
る
が
、
彼
も
葛
城
山
で

修
行
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
は
独
身
の
女
帝
と
の
恋
も
取
り
沙
汰
さ
れ



る
が
、
暖
味
な
形
な
が
ら
こ
れ
は
は
や
く
も
『
日
本
霊
異
記
』
の
下
巻
第
三
十

八
縁
の
前
半
に
み
え
て
い
る
。
も
う
一
例
『
霊
異
記
』
で
注
意
し
た
い
の
は
、

高
貴
の
身
分
の
女
性
、
従
三
位
粟
田
真
人
の
女
の
看
病
の
た
め
に
呼
ば
れ
た
禅

師
・
優
婆
塞
の
う
ち
、
山
林
修
行
の
過
程
で
観
音
に
「
銅
銭
万
貫
、
白
米
万
石
、

好
き
女
多
徳
施
せ
よ
」
と
祈
っ
て
い
た
優
婆
塞
御
手
代
東
人
が
看
病
で
力
を
み

せ
、
女
は
優
婆
塞
に
心
を
寄
せ
、
親
の
反
対
も
押
し
切
っ
て
優
婆
塞
と
結
婚
し
、

優
婆
塞
は
俗
人
の
生
活
に
戻
っ
た
話
一
上
巻
第
三
十
一
縁
）
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
女
性
が
積
極
的
で
あ
り
、
ま
た
、
看
病
者
は
優
婆
塞
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
位

置
に
は
禅
師
も
立
ち
得
た
。
呪
験
力
を
得
た
禅
師
は
出
身
身
分
は
低
く
て
も
看

病
に
よ
っ
て
高
貴
の
女
性
に
近
づ
く
契
機
を
得
た
。
久
米
禅
師
と
身
分
を
も
っ

た
女
性
石
川
郎
女
と
の
出
会
い
も
、
宴
席
と
い
っ
た
場
だ
け
で
は
な
く
、
禅
師

の
行
う
看
病
の
場
を
も
想
定
で
き
よ
う
。
久
米
禅
師
が
石
川
郎
女
に
姥
し
た
歌

群
は
事
実
で
あ
れ
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
れ
、
天
智
朝
ま
で
遡
ら
せ
え
る
か
問

題
な
が
ら
、
奈
良
時
代
以
前
の
看
病
に
携
わ
る
禅
師
の
あ
り
よ
う
を
背
景
に
も

っ
て
成
立
し
た
と
い
え
る
。
っ
ま
り
、
こ
の
歌
群
は
禅
師
が
看
病
に
よ
っ
て
近

づ
い
た
女
性
に
求
婚
・
結
婚
し
た
こ
と
を
背
後
に
想
定
し
て
理
解
す
べ
き
も
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
一
案
と
し
て
提
示
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
も

と
よ
り
二
人
の
そ
の
後
は
不
明
な
が
ら
、
禅
師
は
結
婚
後
、
俗
に
戻
っ
た
こ
と

も
想
定
し
え
な
く
も
な
い
。

　
後
世
、
よ
く
知
ら
れ
た
話
に
久
米
仙
人
の
話
が
あ
る
。
飛
行
の
途
中
で
吉
野

　
　
　
　
　
禅
師
の
恋

河
で
衣
を
洗
う
女
性
の
白
い
は
ぎ
を
み
て
心
稜
れ
、
神
通
力
を
失
っ
て
女
の
元

に
墜
ち
、
夫
婦
と
な
っ
て
暮
ら
し
、
後
に
高
市
郡
に
都
が
造
ら
れ
た
と
き
に
扶

助
し
た
功
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
免
田
の
収
穫
で
建
て
た
の
が
久
米
寺
で
あ
る

と
い
う
伝
説
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
一
第
廿
四
語
」
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
思

い
併
せ
る
と
き
、
こ
の
贈
答
の
後
世
に
お
け
る
受
容
と
変
容
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
、
か
つ
ま
た
、
こ
の
歌
群
に
は
禅
師
と
石
川
郎
女
の
結
婚
と
還
俗
の
物
語

が
伴
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
下
敷
き
に
し
て
敷
術
し
た
話
で
は
な
か
っ
た
か
と
の

想
像
を
そ
そ
ら
れ
る
。

主

、
、
！）１て）２（〕３（）４（）５（〕６（）７（）８（）９（）０Ｑ 　

八
木
毅
「
日
本
霊
異
記
か
ら
み
た
万
葉
集
」
『
日
本
霊
異
記
の
研
究
』
一
昭
和
五
一

年
一
月
）

　
武
田
祐
吉
『
萬
葉
集
全
註
釈
』
第
４
巻
（
昭
和
三
二
年
二
月
）

　
山
田
孝
雄
『
萬
葉
集
講
義
』
第
２
巻
（
昭
和
七
年
三
月
）

　
伊
藤
博
『
萬
葉
集
澤
注
』
第
－
巻
（
平
成
七
年
一
一
月
）

　
『
新
潮
古
典
集
成
萬
葉
集
』
（
昭
和
五
一
年
一
一
月
）

　
中
西
進
「
戯
歌
」
一
『
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究
』
昭
和
三
八
年
一
一
月
『
中
西

進
万
葉
集
論
』
第
２
巻
所
収
）

　
金
井
清
一
　
古
代
談
話
会
で
の
ご
教
示

　
中
西
進
　
前
掲
論
文

　
伊
藤
博
　
前
掲
注
釈
書

　
山
本
建
吉
・
池
田
弥
三
郎
『
中
公
新
書
一
九
万
葉
百
歌
』
（
昭
和
三
八
年
八
月
一

　
澤
潟
久
孝
「
伝
諦
歌
の
成
立
」
（
『
萬
葉
集
の
作
品
と
時
代
』
昭
和
一
六
年
三
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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禅
師
の
恋

　
土
橋
寛
「
万
葉
原
論
」
（
『
万
葉
集
－
作
品
と
批
評
１
』
昭
和
三
一
年
四
月
）

　
長
野
嘗
一
『
説
話
文
学
辞
典
－
解
説
（
昭
和
四
四
年
三
月
）

　
小
野
寺
静
子
「
石
川
郎
女
」
（
『
万
葉
集
歌
人
辞
典
－
昭
和
五
七
年
三
月
）

　
土
屋
文
明
『
萬
葉
集
私
注
』
第
－
巻
　
（
昭
和
二
四
年
九
月
、
昭
和
四
四
年
版
に

よ
る
）

　
澤
潟
久
孝
『
萬
葉
集
注
穣
』
第
２
巻
　
（
昭
和
三
三
年
四
月
）

　
山
田
孝
雄
『
萬
葉
集
講
義
』
第
２
　
（
巻
昭
和
七
年
三
月
）

　
稲
岡
耕
二
「
萬
葉
集
全
注
』
第
２
巻
　
（
昭
和
六
〇
年
四
月
）

　
鴻
巣
盛
広
『
萬
葉
集
全
程
』
第
－
巻
　
（
昭
和
一
〇
年
二
一
月
）

　
稲
岡
耕
二
　
前
掲
『
萬
葉
集
全
注
』
第
２
巻

　
土
屋
文
明
　
前
掲
『
萬
葉
集
私
注
』
第
－
巻

　
武
田
祐
吉
『
萬
葉
集
全
註
釈
－
第
３
巻
（
昭
和
三
一
年
七
月
）

　
『
日
本
古
典
文
学
全
集
伊
勢
物
語
』
頭
注
　
（
昭
和
四
七
年
二
一
月
）

　
『
日
本
古
典
文
学
全
集
万
葉
集
』
（
昭
和
四
六
年
一
月
）

　
ブ
ラ
ッ
カ
ー
『
岩
波
現
代
選
書
・
あ
ず
さ
弓
』
（
昭
和
五
四
年
：
一
月
）

　
横
田
健
一
『
道
鏡
』
（
昭
和
三
四
年
三
月
）

　
ブ
ラ
ッ
カ
ー
　
前
掲
『
岩
波
現
代
選
書
・
あ
ず
さ
弓
』

　
阿
蘇
瑞
枝
「
石
川
郎
女
」
（
『
上
代
文
学
論
集
』
第
７
号
　
（
昭
和
五
二
年
二
月
）

　
川
上
富
吉
「
石
川
郎
女
伝
承
像
に
つ
い
て
」
（
「
大
妻
国
文
」
第
６
号
　
昭
和
五
〇

年
三
月
）

　
阿
蘇
瑞
枝
　
前
掲
「
石
川
郎
女
」

　
緒
方
惟
精
「
石
川
郎
女
」
（
「
和
洋
国
文
研
究
」
第
９
号
　
昭
和
四
七
年
九
月
・
１
０

号
昭
和
四
八
年
七
月
）
「
久
米
禅
師
と
石
川
郎
女
の
歌
」
（
『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
第

２
集
　
昭
和
五
二
年
二
一
月
）

　
前
掲
『
萬
葉
集
全
註
釈
－
・
『
萬
葉
集
注
釈
』
等

　
拙
稿
「
相
応
和
尚
像
の
変
貌
」
（
，
叡
山
を
め
ぐ
る
人
び
と
』
平
成
五
年
一
〇
月
）

）０３（

横
田
健
一
　
前
掲

『
道
鏡
』

一
六


	禅師の恋
	はじめに
	（二）相聞の表現と禅師
	（三）禅師の恋

